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１．はじめに 

大川原地区は青森県黒石市の中央北部の山間部に位置する中野川沿

いに集まる農業を主産業とした集落である。 

地区内の 32.6ha の棚田は，令和３年４月に青森県で唯一，国の「指

定棚田地域」に認定されたほか，県の無形民俗文化財である「大川原の

火流し」が約600年前から執り行われているなど，昔ながらの美しい農

村景観や伝統文化が根付いた地域である。 

一方で，市街地から離れた立地条件や山間部に位置する厳しい

気象条件などにより，人口の流出や高齢化などの様々な課題を抱え

ており，これら課題を解決し，集落機能を守っていくために地域住

民が主体となり行っている地域活性化の取組みを紹介する。 

２．地域住民の定住促進を目指す取組み 

（１）地域農業を守っていくための取組み 

本地区の農地は棚田特有の高低差がある狭小で不整形な土地

形状を有しているため，大型機械による効率的な営農が困難な立

地条件であるが，棚田特有の美しい景観を守りながら，かつ，営

農環境も守っていくための取組みとして，平成 28 年度から中山

間地域等直接支払制度を活用して農地内の草刈りや水路の泥上

げ及び耕作道路の補修などの農地保全活動が行われている。 

また，近年は地元農業者によるドローンを使用した農薬散布な

どのスマート農業技術を用いた取組みにより，農作業の省力化も

進められている。 

（２）地域内交通整備の取組み 

 令和元年度から中山間地域等直接支払制度を活用して，特に山間部において交通事情が厳しく

なる降雪期の12月から３月を対象とした地域内交通の整備に取り組んでいる。本取組みは，地域

でタクシーを借上げ，病院やスーパーなどがある市街地と集落の定期的な運航路を確保し，交通

の利便性を向上させ，特に高齢者が安心して住み続けられる環境を作ることを目的としており，

利用者からの継続運行の要望も多い，地元ニーズの高い取組みである。 
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写真-1 大川原の棚田 

写真-2 農地保全活動 
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３．「大川原の棚田」を活用した地域振興を図る取組み 

棚田が「指定棚田地域」に指定されたことを受け，地元組織である大川原中山間地域の会（中山

間地域等直接支払制度の集落協定），棚田所有者，観光協会，大学，市及び県などの関係者で構成さ

れる「大川原地区棚田地域振興協議会」が設立され，棚田を核とした大川原地区の活性化を図るた

めの取組みについて話合いが行われ，中山間地域ふるさと活性化事業（通称：棚田基金事業）など

を活用しながら，実践されている。 

（１）農作物の付加価値化への取組み 

棚田では，主に粘り気が少なく，あっさりした風味の寿司専米

「ムツニシキ」と，他品種と比べて香り・味わいが強い「牡丹そ

ば」が作付けされている。 

これら作物の付加価値と，地元農家の所得向上を目的として，

棚田で育てられた米のキャッチフレーズの募集やパッケージデ

ザインの作成，加工品の開発・販売，また，黒石市では販路拡大

に向けた売込みを行っている。 

（２）棚田を活用した地域おこし 

棚田を中心とした美しい農村景観と文化・伝統を多くの人に知ってもらうため，地元組織・市・

県が連携しながら棚田の案内看板の設置や PR 用のプロモーションビデオの作成を行っており，

プロモーションビデオの完成後は，インターネット媒体などを活用して，広く情報発信していく

予定である。 

（３）学校教育との連携 

棚田は「学びの場」としても一面もあり，令和４年度から大川

原地区を学区とした地元小学生を対象として，牡丹そばの作付

け，刈取り，そば打ち体験及び収穫したそばの試食会が行われ

ており，参加した子供たちは，自分たちの暮らしと棚田との関

わりの大切さを学んでいる。 

４．まとめ 

今回紹介した大川原地区の定住促進を目指す取組みと棚田を活用した地域振興を図る取組みは，

まさに本格的に動き始めたところである。これらの取組みが実を結び，その成果が目に見える形に

なるまで暫くの時間を要すると考えるが，今後も地域住民が中心となり，継続して取り組んでいく

ことで「歴史と文化が織りなす大川原地区」の地域活性化を図っていく。 

写真-3 加工品等の販売 

写真-4 体験学習（そばの刈取り） 

写真-5 県の無形民俗文化財「大川原の火流し」 
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